
宝塚駅・宝塚南口駅周辺エリアにおける
官⺠連携まちづくりの進め⽅について

23/09/22
都市計画課
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国⼟交通省官⺠連携まちづくりポータルサイトより

地域独自の課題を発見し解決する

官⺠にかかわらず
まちの空間資源を使いこなす

人間中心の視点で
居心地よい環境をつくる

官⺠連携まちづくりとは？

阪急宝塚南口駅

阪急宝塚駅

JR宝塚駅
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交通

コミュニティ

防災

環境
自治会

水害
渋滞

ごみ
人口減少 少子高齢化

経済活性化

観光 インバウンド

文化・歴史
お祭り

見守り活動

通学路

子育て

エイジフレンドリーシティ

防犯

子ども食堂 フードロス

地域独自の課題を発見し解決する
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まちの空間資源を使いこなす

ソリオホール

手塚治虫
記念館

文化芸術
センター 文化創造館

ナチュールスパ
宝塚

国際・文化センター

花のみち

ゆめ広場

南口会館

武庫川右岸
芝生広場

武庫川左岸

宝塚駅前ロータリー

花のみち・
さくら橋公園

宝塚大橋公園

宝塚大橋

宝来橋

南口駅前公園

湯本台広場

観光ダム
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居心地よい環境をつくるために

官⺠連携まちづくり

官⺠の様々な人材が集積し、
エリアの将来像を明確にする。

企業
個人事業者

住⺠

観光･商工

指定管理者

教育機関

金融機関

交通事業者

警察

行政

NPO･法人

地権者

知識経験者
学識者
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エリア、分野、立場を超えた仲間を作り、公共空間などの地域資
源を活用し、アイデアをカタチにし、地域課題を多様な仲間たち
で解決する持続可能なまちづくりを目指す。

Step 1
仲間を作る

Step 2
仲間を育てる

Step 3
仲間を繋げる

官⺠連携のステップ
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Step 1
空間を使ってみる

Step 2
データを活用し

効果や課題を検証する

Step 3
活用する空間を増やす

人流 交通

経済 課題

まちの空間資源の活用のステップ
比較的、制約の少ない公共空間から活用を始め、データや課題を
抽出しながら、ルールを作り、活用する公共空間を広げていく。
さらに、準公共空間となる公開空地なども活用を検討する。
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官⺠連携まちづくりのゴールイメージ
2023年 ワークショップの開催
市⺠のアイデアをカタチにするためのワークショップを通じて、
エリア、分野、立場を超えた仲間づくりを行う。

2024年 社会実験の実施
公共空間を活用して市⺠のアイデアをカタチにし、体験に変える。
体験を通じて、新たな仲間を増やし、育てる。

202X年 官⺠連携まちづくり
効果を検証し、活用する公共空間を広げる。
新しいゴールをエリア、分野、立場を超えた仲間たちで考える。
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ワークショップの開催スケジュール

■募集時期：2023年10月22日(日)まで
対象者：ワークショップ全５回及び令和６年度の社会実験に参加可能な方

（小学生や親子での参加もOK！）

■第１回 【自分事化の促進】
開催日時：2023年11月25日(⼟) 14:00〜17:00
会場：宝塚大学 宝塚南口サテライトキャンパス
参加：都市計画課
・ワークショップの概要、趣旨説明、質疑応答
・個人のアイデアを出す
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■第２回 【地域を知る活動】
開催日時：2023年12月23日(⼟) 14:00〜17:00
会場：男女共同参画センター及び武庫川河川敷
・河川管理者、道路管理者（兵庫県）、公園管理者（市）からのアドバイス
・フィールドワークを行い、より具体的なアイデアを出す
・アイデアをテーマごとに分け、グループを作る

■第３回 【仲間を知る活動】
開催日時：2024年1月20日(⼟) 14:00〜17:00
会場：文化創造館
・グループごとにビジョンとアイデアを決定する
・企画書を作成する

ワークショップの開催スケジュール
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■第４回 【創る活動】
開催日時：2024年2月17日(⼟) 14:00〜17:00
会場：文化創造館
・企画書を完成する
・概算予算を検討する

■第５回 【プロジェクト発表】
開催日時：2024年3月23日(⼟) 14:00〜17:00
会場：ソリオホール
・グループごとに企画内容を発表する
・市内関係団体、企業、金融機関、行政職員、宝塚大会議の参加企業・大学を

招待し、プロジェクトへの協力体制を構築する。

ワークショップの開催スケジュール
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■グループごとの実践準備期間（2024年4月〜半年程度を想定 ）
・準備期間中のフォロー体制について、現在検討中。

（例）
・予算書などの支援（金融機関と連携予定）
・補助金申請などの支援
・資金調達などの支援
・行政手続きやその他食品販売などに必要な手続きの支援
・社会実験に向けた途中参加（支援者）の仕組みづくり
・グループごとの進捗管理や実施体制に関する支援

■社会実験へ
グループごとに各月ごとの開催を想定（2024年10月〜2025年3月を想定）

社会実験までの準備イメージ
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まずは、武庫川（宝来橋ー宝塚大橋間）、
宝塚大橋橋詰、河川敷に繋がる歩道空間
などから始めます。今後、効果検証など
により河川以外も検討します。

社会実験の開催場所

13


